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宗 MUNAKATA 屑し 平成28年3月 1 日火曜日

二
月
三
日
、
「
宗
像
大
節
分
祭
」
（
共
催
二
宗
像
観
光
協

会
）
が
行
わ
れ
た
。
早
朝
よ
り
雨
が
降
り
、
時
折
雷
も
な
り

外
で
の
開
催
が
心
配
さ
れ
た
も
の
の
、
祭
典
開
始
時
に
は
、

雨
も
止
み
「
福
」
を
授
か
ろ
う
と
す
る
参
拝
者
が
参
集
し
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

本
来
、
節
分
と
は
季
節
の

分
か
れ
目
を
指
す
言
葉
で
、

立
春
・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
の

前
日
の
意
味
で
あ
る
が
、
よ
く

「
立
春
を
も
っ
て
年
と
り
」
と

し
ゎ
れ
る
と
お
り
、
旧
暦
で
は

3
、言

口
[
[

消
除
を
祈
り

節
分
祭
を
斎
行

傘
宗
像
会百
平
成
ノ
大
造
営

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

口
閲
訓

り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
や
人

口
の
都
市
部
集
中
よ
る
地
方
過
疎

化
に
よ
り
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

山
間
地
域
や
離
島
を
中
心
に
、
い
わ

ゆ
る
「
限
界
集
落
」
問
題
と
し
て
、
集

落
そ
の
も
の
の
消
滅
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
▼
も
と
よ
り
、
多
く
の
神
社

の
運
営
を
支
え
て
い
る
の
は
高
齢

者
が
中
心
で
あ
る
。
そ
の
＿
方
で
、

こ
う
し
た
方
々
の
跡
継
ぎ
の
多
く

は
、
そ
の
土
地
を
離
れ
都
市
部
へ
と

移
住
し
定
住
が
進
み
、
墓
所
も
移
る

こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
。
神
社
は
古

へ
よ
り
地
域
の
氏
神
様
と
し
て
、
皇

室
の
弥
栄
・
国
家
の
繁
栄
は
も
と
よ

り
、
そ
の
土
地
で
生
活
を
営
む
人
々

の
安
寧
を
願
い
、
氏
子
と
協
力
し
て

祭
祀
を
執
り
行
い
伝
統
行
事
を
継

承
し
、
地
域
共
同
体
の
核
と
し
て
存

在
し
て
き
た
▼
郷
土
愛
、
地
方
の
歴

史
へ
の
誇
り
、
自
然
と
共
存
す
る
営

み
の
大
切
さ
、
守
り
伝
え
て
き
た
神

事
、
伝
統
行
事
、
そ
の
継
承
の
喜
び

と
大
切
さ
。
そ
う
し
た
も
の
を
揺

り
起
こ
し
、
ふ
る
さ
と
の
人
々
が
一

体
と
な
り
時
代
の
流
れ
と
と
も
に

新
し
さ
を
求
め
て
、
そ
の
地
に
住
む

こ
と
の
喜
び
を
次
世
代
へ
と
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
神
）

神具・装束・授与品

令井済
装束店
〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る
フリーダイヤル 0120-075-980

授与品店
〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

燥式会社立江組
〒81 1-3 4-06福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(oq40)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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一
月
三
十
一
日
、
氏
子
青
年
会
の
奉
仕
：
る
中
、
藉
津
宮
司
が
災
難
消
除
・
延
命
招
]
皿
き
が
行
わ
れ
、
黄
色
い
声

日
に
よ
り
豆
打
式
の
特
設
舞
台
を
斎
館
前
の
こ
福
を
祈
念
す
る
祝
詞
を
奏
上
、
次
に
神
職
]
抜
が
神
苑
に
こ
だ
ま
し
た
。

虞
広
場
に
設
け
た
。
三
名
が
拝
殿
の
左
右
に
分
か
れ
、
「
鳴
弦
一
本
年
も
宗
像
観
光
協
会
を
『

a
,
'
1

国
二
月
三
日
、
先
程
ま
で
が
嘘
の
よ
う
に
：
の
儀
」
を
行
い
、
一
人
は
天
に
向
け
、
も
う
こ
は
じ
め
、
宗
像
大
社
氏
子
青
一

祖
雷
雨
の
止
ん
だ
定
刻
十
一
時
、
本
殿
に
て
―
一
人
は
地
に
向
け
矢
を
射
る
所
作
を
し
、
こ
ヰ
会
・
宗
像
歴
史
観
光
ボ
ラ
：

年
l

9

節
分
祭
を
斎
行
。
責
任
役
員
・
氏
子
総
代
五
訟
を
三
度
鳴
ら
し
天
地
の
邪
気
を
祓
い
清
：
ン
テ
ィ
ア
等
、
御
協
力
頂
き

P

阻
一
会
・
消
防
団
な
ど
豆
打
式
奉
仕
者
を
始

□
め
た
。
こ
ま
し
た
団
体
各
位
に
は

i
め
、
氏
子
会
評
議
員
の
方
々
が
参
列
さ
れ
一
祭
典
後
、
神
職
・
豆
打
式
奉
仕
者
は
斎
二
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上

館
前
に
設
営
さ
れ
た
特
設
舞
台
に
一
げ
ま
す
。

移
動
し
、
葦
津
権
宮
司
が
一
年
の
無

病
息
災
を
祈
念
し
「
鬼
は
ー
外
、
福

は
ー
内
」
の
発
声
と
共
に
福
豆
が
撒

か
れ
た
。
今
年
の
福
を
授
か
ろ
う
と

集
ま
っ
た
多
く
の
参
拝
者
は
高
宮
参

道
に
列
を
な
し
、
一
般
参
拝
者
の
入

場
制
限
を
行
い
な
が
ら
、
四
回
の
豆

2
 

遡
る
国
は
、
か
つ
て
他
に
も
存
在

し
た
が
、
連
綿
と
続
い
て
い
る
の

二
月
十
一
日
、
神
武
天
皇
御
即
位
の
こ
の
こ
は
、
日
本
の
み
で
あ
る
。

日
、
我
が
国
、
建
国
の
事
跡
を
祝
う
紀
元
祭
一
近
年
で
は
、
西
洋
暦
の
表
記
の

を
本
殿
に
て
斎
行
。
皇
室
の
繁
栄
と
国
家
の
丁
上
で
「
平
成
」
の
元
号
表
記
を
か
っ

発
展
を
祈
念
す
る
祝
詞
を
奏
こ
で
記
す
の
が
主

上
し
、
巫
女
に
よ
る
浦
安
舞
と
な
り
、
嘆
か
わ

が
奉
奏
さ
れ
た
。
し
い
か
ぎ
り
で
あ

今
年
は
皇
紀
二
千
六
百
る
が
、
我
々
は
こ

七
十
六
年
に
あ
た
る
。
皇
紀
の
日
の
意
義
を
充

と
は
神
武
天
皇
が
橿
原
宮
分
に
認
識
し
、
世

（
現
在
の
奈
良
県
）
で
即
位
式
界
で
も
有
数
の
文

を
挙
げ
ら
れ
た
年
を
元
年
と
化
・
歴
史
を
有
す

す
る
こ
と
に
基
づ
く
我
が
国
る
こ
と
を
子
孫
に

独
自
の
紀
元
で
あ
る
。
建
国
継
承
し
て
い
か
ね

の
歴
史
が
神
話
の
時
代
ま
で
ば
な
ら
な
い
。



3
 

第661 号（昭租36年5月 10日第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 宗 MUNAKATA 屑し 平成28年3月 1 日火曜日

リ
ピ
ン·

賓

社 訪ごのに本リニ
でこ問慰招あ年ピ十天
はのと霊請たがン六皇
ー、、海なのをる両共日皇
←外ら思ぉこ国和よ

ー I i悶門胄ぷ畠匠］ [ 
誓髯。［は篇麿鼠喜下
臨た : g国常冒竺且
時り のt大化ば日‘
祭全 今；統六さ程去
典国 回の領十れでる
がの のでか周たフー
斎神 ごヽら年。ィ月
............................................................................................ 

に士リま両主 祝航を賓本発行
供のピた国催両詞の斎共殿のさ
花墓ン先のの陛が安行和に前れ
さ一人の友晩下奏泰し国於日て
れ眉戦大好餐は上と藷ごい一い
両本死戦親会ごさ同津渡て月る

胃竺夏贔塁ピ胃悶雙宮剪玉干］

言て「：ロデ弓胃 [9 [ ［円；゜〗］〖〗骨［
ば夕なえ族妻子港そ霊者没るらにれキ 増の泰両午い＇•
さにらを方を殿でしさを者ーれなるノ 進も祈陛前て
れ還れおのは はてれ等の無たらな大 をと、願下＋も

t：認旱雰嘉品ご｀冒だと巴畠］札ど謡 誓涵竺晶閥扉

中
津
宮
節
分
祭

こ
身
を
包
み
、
福
豆
・
紅
白
餅
・
奉
納
さ
れ

こ
に
お
菓
子
等
を
撒
き
、
本
殿
周
辺
は
瞬
く

[
間
に
熱
気
に
包
ま
れ
、
各
々
福
運
を
手
に

筑
前
大
島
の
中
津
宮
で
も
二
月
三
日
に
：
さ
れ
た
。

節
分
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
毎
年
お
菓
子
を
御
奉
納
頂
い
て
お
り

午
前
十
時
よ
り
境
内
で
は
祭
典
に
先
こ
ま
す
、
藤
島
聡
様
・
松
尾
商
店
様
・
高
島

立
ち
ぜ
ん
ざ
い
が
振
る
舞
わ
れ
、
島
内
よ
：
商
店
様
、
又
も
ち
米
を
御
奉
納
頂
き
ま
し

り
多
く
の
参
拝
者
が
参
集
し
賑
わ
い
を
み
丁
た
還
暦
同
年
講
の
皆
様
に
、
書
面
を
以
っ

せ
る
中
、
定
刻
午
前
十
一
時
、
本
殿
に
て
こ
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

節
分
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
引
き
続
き
豆
一

打
式
で
は
、
神
職
・
沖
中
両
宮
奉
賛
会
会
一

長
・
同
翼
賛
会
会
長
・
同
敬
神
婦
人
部
部
一

長
を
は
じ
め
、
本
年
還
暦
を
迎
え
た
年
：A

男
・
年
女
等
が
、
神
・
千
早
・
法
被
姿
に
[
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冨区像目ニ
—消大の十文
合防社文ハ化
マ本自化耳財
八部衛財ミ防: [ [ ：息塁
合消崇,~占
同防像、ニー
分団地宗回月
...................................................... 

財殿火 一団
を·し本一一
収拝、年五素
蔵殿重は斉像

連神て分 想火展‘要第力市
絡職火‘午定勢示国文二参女
しが災饂前でがす息化駐門性

〗口［靡仁〖 9 :塁 l 息〖〗
か所し場五だぃ饂文るらナこか

•四要遡瓢.度--互•• • • • •に．．．．．．~~······~~....•土．．．．．．．．．．．．．．．歪．．．．．！~...．仁...•主．．．．叫........~.....．百．
宗 拶津氏脇宗加 広制をき車が宗前に た放延ン始消火ー
像まを宮に豊像者消げの開祈場サ像十延続つ水ばプ‘防元一
地た行司よ氏地は火ら取始願にイ市時焼いだをしを神団に九
区‘いがる‘区第活れれ、殿集し消桑拡て 行‘心職は駆番

塑昭製筑喪弼塑冨 9 た息全息：畠閉靡仁貫 ；隅］ 9lt崎：
部毯終練な長部場後 活なそ唇t畠篇は且 期防りはリ巫員
の一了のさ谷消t'-、 動が一配て 防定り 消団ホ可レ女は
指時し御れ井防雙訓 がら斉置第防本で祈 火と l 搬 l と直
導よた礼、博長 E 練 繰の放 r ー車部‘願 に共ス式を女ち
にり。挨葦美門、参 り統水う駐両．午殿 あにをポ開性に

.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

なをえす目う営に 剤各の定あ火は文画建ニニ だ方式開よ
っ再るるをにー斎当防関時める災一化が築十十文い法除催る
t~認た貴迎なを行大火係期らこが年財焼で六四化たを細し救
識め重えり機さ社運機にれと発の保損あ旦年財゜剪動‘命
茎瓢笈だ→蒻禁瓦愚贋斐だ忍息磨甕と畠世：：：：：：嬰 而塁合言
員化当年年--,昭行協化以昭ゃーたこ隆界九デ 間、‘D を

良の財大で実昭和つ力財来和す三め畠寺最四 l -、心＾清
き防を社四施和四てし所‘三い月 金古九は 籍肺自明
訓火守が十すの十い‘有毎十時はさ‘契堂の—‘ 導蘇動殿
練意り収二る大六灸防者年年期最ら良の木一昭 い生体に
と識伝蔵回よ造年 火．こにでもにミ壁造月和 たの外て

4
 

宗 MUNAKA詞像

一

訓
練
を
実
施

国
宝
・
文
化
財
の
保
護
、
：
·
f
:
じ

防
火
意
識
を
再
認
識
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平成28年3月 1 日火曜日
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明
治
記
念
館
で
東
京
交
流
会
を
開
催

世
界
遺
産
と
鐘
崎
天
然
と
ら
ふ
く
を
東
京
で
P
R

（
宗
像
市
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
）

二
月
十
一
日
、
明
治
記
念
館
（
東
京
都
）
一
宗
像
・
沖
ノ
島
世
界
遺
産
推
進
会
議
会
長

に
お
い
て
、
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
二
県
知
事
）
、
ふ
く
フ
ェ
ア
の
主
催
者
の
中

と
関
連
遺
産
群
東
京
交
流
会
が
宗
像
二
村
忠
彦
ふ
く
フ
ェ
ア
実
行
委
員
長
（
宗
像

沖
ノ
島
世
界
遺
産
推
進
会
議
の
主
催
で
開
〗
漁
業
協
同
組
合
組
合
長
）
の
他
、
遺
産
群

か
れ
た
。
こ
の
会
は
、
鐘
崎
天
然
と
ら
ふ
く
二
の
価
値
証
明
等
に
携
わ
っ
た
専
門
家
や
情

フ
ェ
ア
．m
東
京
2
0
1
6

と
の
共
同
開
催
で
五
報
発
信
力
の
高
い
文
化
人
や
メ
デ
ィ
ア
、

あ
り
、
東
京
交
流
会
の
主
催
者
の
小
川
洋
又
止
業
、
ま
た
都
内
の
鐘
崎
天
然
ふ
く
取
扱

一
い
業
者
等
、
約
ニ
ニ

0
人
も
の
関
係
者
が

｛
参
加
、
宗
像
大
社
か
ら
は
葦
津
宮
司
が

云
参
加
し
た
。

一
交
流
会
で
は
、
平
成
二
十
九
年
の
世
界

3
遺
産
登
録
を
目
指
す
遺
産
群
や
、
鐘
崎

玉
ハ
然
と
ら
ふ
く
の
説
明
が
行
わ
れ
、
世
界

一
遺
産
登
録
に
向
け
た
遺
産
群
へ
の
応
援
者

一
の
拡
大
、
ま
た
首
都
圏
に
お
け
る
鐘
崎
天

五
勾
と
ら
ふ
く
の
供
給
拡
大
が
期
待
さ
れ

一
：
る
実
り
多
き
会
と
な
っ
た
。

i
.r 

開会逸いさつ
~,ll'! 

基調欝演「世界遺産への取伽組みを考えよう」
一石見銀山における体験から一

中村俊郎（中村ブレイス代表取締社長）

パネルディスカッション

「景観と調和した世界遺産のまちづくり」

中村俊郎

葦津敬之（宗像大社宮司）

小林正勝（宗像観光協会会長）

仲間 浩一（宗像市景観アドバイザー）

コーディネーター 広瀬靖浩 (NHK アナウンサー）総合司会

1 2 : 25 -1 2 : 30 閉会あいさつ

【お問い合わせ•お申し込み先】宗像市世界遺産登録推進室 0940 -62 -2617 

11 : 1 5 -1 2 : 25 
大島島内の風景

パネリスト

• •こ心西極：
勺．＂ 、一~ー・吝吝．9~iぷ .. 1 1口• 90:f冴□竺

•` • 

玄海地区の風景
........................................ 

※定員になり次第締め切り
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平
成
二
十
五
年
度
よ
り
「
平
成
ノ

大
造
営
」
と
し
て
、
沖
津
宮
・
中
津

宮
・
辺
津
宮
の
修
復
事
業
を
進
め
て

い
る
。
殊
に
辺
津
宮
に
つ
い
て
は
、
昭

和
四
十
四
年
か
ら
四
十
六
年
に
か
け

て
行
わ
れ
た
「
昭
和
の
御
造
営
」
に
お

い
て
宗
像
祭
祀
の
斎
場
の
復
興
を
成

し
遂
げ
現
在
に
至
る
。
し
か
し
四
十

年
以
上
の
月
日
が
経
ち
、
現
在
各
所

に
は
傷
み
が
見
受
け
ら
れ
、
再
整
備
の

時
期
を
迎
え
て
い
る
。

第
一
次
事
業
と
し
て
は
、
辺
津
宮

本
殿
及
び
拝
殿
の
屋
根
葺
替
を
主
と

し
た
保
存
修
理
を
行
い
、
併
せ
防
災

設
備
の
改
修
を
行
っ
た
。
辺
津
宮
遷

座
祭
に
お
い
て
は
、
多
く
の
皆
様
に
ご

尽
力
賜
り
厳
粛
に
恙
無
く
斎
行
で
き
、

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

ま
た
、
平
成
二
十
六
年
に
は
自
然

災
害
に
よ
り
沖
ノ
島
法
面
の
崩
壊
、

ま
た
沖
津
宮
遥
拝
所
に
損
壊
が
生
じ
、

■
辺
津
宮
第
二
宮
第
三
宮
修
復

摂
末
社
修
復

勅
使
館
改
修

諸
整
備

急
遠
今
年
度
に
双
方
の
災
害
復
旧
エ

事
を
行
い
、
昨
年
末
に
完
了
し
た
。

来
年
度
か
ら
第
二
次
造
営
期
間
と

な
り
、
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
と
し

て
は
、
沖
津
宮
社
殿
や
中
津
宮
摂
社

の
御
嶽
神
社
、
そ
れ
に
辺
津
宮
の
第

二
宮
・
第
三
宮
等
の
修
復
で
あ
る
。
今

後
も
信
仰
の
場
を
優
先
し
て
造
営
事

業
を
展
開
し
、
第
二
次
後
半
か
ら
第

三
次
に
か
け
て
三
宮
の
社
殿
以
外
の

諸
施
設
を
改
修
す
る
予
定
で
あ
る
。

第
二
次
事
業
予
定

（
平
成
二
十
八
年
ー
三
十
年
）

■
沖
津
宮
本
殿
及
び
末
社
修
復

■
中
津
宮
御
嶽
神
社
修
復

【
中
津
宮
摂
社
】

己、
一
三
＿
ロ

平
成
二
士
八
年
度
よ
り
り

第
二
次
造
営
を
開
始
s

春まつりの御案内

舞

春季大祭を下記行事日程で斎行致しますので、
皆様方お誘いの上御参拝下さいますよう御案内申し上げますn

◆3月 31 日（木）午後 5 時 総社地主祭

午後 6 時 宵宮祭

午前 11 時 一日祭（氏子奉幣・主基地方風俗舞・浦安舞）

午前 11 時 二日祭（海洋神事功労者表彰）

午前11 時40分 宗像護国神社春季大祭

高宮祭、第二宮・第三宮祭、交通安全講社祭

献茶祭（南坊流・花田社中）

◆4月 1 日（金）

,‘◆4月 2 日（土）
さ、

午後 2 時
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約

4
0年
に
亘
り
社
報
『
宗
像
』
へ
連
載

い
し
い
た
だ
し
先
生
勇
退

【
略
歴
】
昭
和1
2年
(
1
9
3
7

年
）
福
岡
県
生
ま
れ
。
昭
和3
6年

(
1
9
6
1年
）
国
學
院
大
学
文

学
部
史
学
科
卒
業
。
中
学
、
高

等
学
校
教
諭
、
九
州
産
業
大
学

非
常
勤
講
師
を
経
て
、
平
成
2
5

年
(
2
0
1
3年
）3
月
ま
で
古

賀
市
立
歴
史
資
料
館
館
長
を

勤
め
る
。
福
岡
県
文
化
財
保
護

指
導
員
、
福
岡
市
文
化
財
審
講

保
護
審
議
会
委
員
な
ど
歴
任
。

漂
着
物
学
会
を
立
ち
上
げ
、
会

長
を
勤
め
る
。
日
本
デ
ザ
イ
ン

会
議
地
域
文
化
デ
ザ
イ
ン
賞

(
1
9
8
3年
）
、
福
岡
県
文
化
賞

(
1
9
9
8年
）
受
賞
。

著
書
…
『
漂
着
物
博
物
誌
』
西

日
本
新
聞
社
(
1
9
9
7年
）
、

『
新
編
漂
着
物
事
典
』
海
鳥
社

(
1
9
9
9年
）
『
漂
着
物
探
検
』

共
著
み
ず
の
わ
出
版

(
2
0
0

4

年
）
他

昭
和
5
2年
6

月

1
5日
発
行
の
：
社
報
『
宗
像
』
執
筆
歴

社
報
『
宗
像
』
第1
9
8

号
に
て
、
一
【
浜
の
寄
物
】

像
第
一
回
目
の
『
浜
の
寄
物
』
を
執
二
弟

l
9
8

号
（
昭
和
5
2年
6

月

1
5日
）
ー

T
A

筆
頂
い
て
よ
り
、
題
名
や
内
容
等
こ
弟

2
3
3

号
（
昭
和
5
5年
5

月

1
5日
）
3
3回

A
K`

の
変
遷
は
あ
り
な
が
ら
社
報
第
一
【
宗
像
郡
考
古
学
散
歩
】

A
 
N
-
即
6
5
7

号
（
平
成
2
7年
1
2月
1

日
二
弟2
3
4

号
（
昭
和
5
5年
6
月

1
5日
）
ー

｛
岳
発
行
）
ま
で
約
4
0年
、
計
3
8
9

こ
弟2
7
5

号
（
昭
和
5
8年
1
1月
1
5日
）
3
6回

)
]
回
に
も
亘
り
執
筆
頂
い
た
。
数
年
一
【
玄
界
沿
岸
地
名
探
訪
】

旧
一
前
よ
り
病
気
を
患
わ
れ
、
神
社
で
」
第

2
7
8

号
（
昭
和
5
9年
2

月

1
5日
）
ー

恕釦
は
度
々
慰
留
に
努
め
て
ま
い
り
ま
こ
弟

2
9
4

号
（
昭
和
6
0年
6
月

1
5日
）1
4回

可
＾訓

し
た
が
、
7
8歳
の
ご
高
齢
で
あ
る
一
【
（
続
）
浜
の
寄
物
】

郵
i讀
こ
と
か
ら
も
こ
の
度
、
連
載
を
終
一
第
2
9
6

号
（
昭
和
6
0年
8
月

1
5日
）
ー5
 

第
．賢
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
弟

6
5
7

号
（
平
成
2
7年
1
2月
1

日
）0
回

□i
t
冑
叫

□口
疇

ニ
＝
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
l
l
l
i
l
l
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-
=
=
=
-
-
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=
=
=
=
=
=
=
=
=
i
-
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=
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=
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=
=
=
=
-
=
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=
=
-
=
=
=
=
=
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-
i
i
-
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-
i
-
=
-
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=
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岱九芳

1 御造営奉賛者御芳名 （平成28年 1 月） （順不同・敬称略）
志熊北北北北遠大五糸六 宗宗水福延奈 中吹古北北北香嘉遠茨芦ー福三 広宗三
免本九九九九賀牟d 島d 像像 巻岡岡良 央田賀九九九 春麻賀木屋Q岡Q 島像°
町市小l‘| J、卜1 小卜[J、卜［町田0 市0 市市 町市市市 区市市小li l小I ヽ｝卜［ 町市町市町0 市0 市市Q
累）市市市市市g國g林 フ 市市市秋（株） 88 了 e§

永皇植（株）鐘日柴新ご本力三西小川臼 分 林田中徳住佐新中佐口和石疋土赤吉あ神川占松円太円山卜可円
露法田わケ比田開ス田丸原谷南渕田 浩 田勇西之吉々名澤藤＜田崎田谷木慶ゅ田渕部尾 田 田↑サ
健か江生ポ きて朱千木 亨玄予み美 ムイ
孝康章ば貞康浩↓正裕幹美雅よ完一勇医常美恵昌清博ァ健二ゆ慶俊企智孝 憲隆ズ‘
行所裕会睦子雅二 1 勝彦夫香稔美次 美 歩院道紀子子信子啓（株）麗一郎み二男画恵明博豊 男 徳（株）（~)

-------------------------------------------------------------------------------

横山八飯宗宗宗福福福福福福福栃鳥新新五古熊熊熊熊京 北北北上大江宇飯ミ宗 宮北 大飯弓福四横飯
浜鹿代塚像像像津津智岡岡岡岡木栖宮宮島賀本本本本都 九九九峰野戸城塚o 像 崎九 野塚o 岡d 浜塚
市市市市市市市市市町市市市市市市町町市市市市市市市 州州朴［町城川市市0 市 市小li 城市0 市0 市市

市市市市区 O ぽ）市市Q Q 
（有） 円ラ 円円

石竹福井小梶小塩刀柴山山福池朝本古長成長大大有有高中芸所伊高轟山片山 田宮フ伊良川兒 田 平佐
川下田上林田野川根田本内田田倉石野尾田岡橋橋働働木村ヶ崎崎木 脇山下 中原コ藤一本嶋 所 山藤

千 八 呑美由サ·
智輝賀三良秀 敬研勝晴健重俊一 隆益麦 慶秀秀一幸し雄安智慎怜美直 辰清）レ祐和秋弘
佳幸子枝治敏稔雅一久周嗣子治博勇司子仁均エ子晴一恵稔ス樹彦子一理子美 典文多子子夫幸

宗
像
市

袖
ヶ
浦
市

鳥
栖
市

福
岡
市

み
や
ま
市

廣
子

弘
美

有
道
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の伝意を いれお陽 を自ぶ 目読を ぇ人ひ 見じ大と
ご導表決 し‘母受 お由く 線書読 ＾生つ ゅがき海
軽のをつ⇔帰多様け宮召なれ福はすむー亡をき北 iぁぃそ占

く。亨言虐伍笠戸証宮篇臼頸函胃］愛玄舟皇 9 玉嘉［喜息品會
頭喩帰 映つ山 る楽姫 ヽをは 9 畠畏市；竺塁は
饂閾g ：え、誓ヽ 塁ぷ；ザ句塁美 追が越 。旬月ゆ
に鮮出多t：孟賃め宮ろ°在lま右ほ孟と富昌巴と貸 陪t霜日
畠霰冑爾農 皐とコ田う。畠；喜： Jビ、力‘田き作亡西 全り属雇
を髪風 、自帰 宮や 雙仕余 門貫偲区 のぶ遠
感帰質 )‘注り の大 ほ者さ 越し齢 間っく
じり伝 ；がの 淵島 ＜がき しい孫 にぶに
たの導 待あバ 津の ろよほ て歌も 遠っ霞
の頭の早 っつス本 姫空山ジくぐ山シ。曾豊 くとむ秋
だにご川 三た待田 神に崎尺出ろ本と上門田 沖号初吉

呵緊言祥 習摩己舌 塩雲公 ：ぢ静と謬誓光 富晨喜喜
句吹ゆ三 母そケナ のか俊 るぺ子み語て子 霞切朝範
雙＜さ をれ日 日か 。に た順育 みれ
久とぶ 見を力‘ はる ニニ ゜をて つた
々骨り 舞入な 何 句つ 変し つ感
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主
駐
騒
血

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

一
乙
細

俳
句

咋
作
品
集

選
者
詠

宗
像
市
武
丸
白
土
凌

初
日
の
出
拝
ん
で
楽
し
今
年
か
な

宗
像
市
多
膿
早
川
祥

湯
ど
う
ふ
の
膝
を
崩
し
て
ゆ
く
白
さ

宗
像
市
自
由
ヶ
丘
萩
原
勉

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
逝
き
し
友
の
名
P
C

の
デ
ィ
ス
ク
に
沈
め
次
へ
と
進
む

作
者
に
よ
れ
ば
名
簿
の
名
を
消
し
た
と
の
こ
と
な
の
で
、
三
・

四
句
を
〈
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
闇
に
沈
め
て
〉
で
は
。

宗
像
市
池
田
森
龍
子

雪
ら
し
き
雪
も
見
ず
し
て
早
や
梅
は
淡
き
日
射
し
に
木
肌
色
づ
く

暖
冬
の
梅
の
木
肌
に
変
化
を
見
つ
け
た
作
者
の
目
の
細
や
か
さ
。

二
句
は
〈
雪
も
降
ら
ね
ど
〉
。

宮
若
市
水
原
吉
崎
美
沙
子

人
波
は
分
れ
再
び
閉
じ
ら
る
る
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
ク
を
引
く
幼
子
に

モ
ー
ゼ
の
出
エ
ジ
プ
ト
記
を
連
想
す
る
。
下
の
句
〈
キ
ャ
リ
ー

わ
さ
な

バ
ッ
グ
引
く
幼
通
り
て
〉
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

夜
の
更
け
を
木
々
さ
ゐ
さ
ゐ
し
蒲
団
出
す
お
く
く
ふ
さ
に
負
け
足
を
す
く
め
ぬ

下
の
句
が
面
白
い
。
今
は
起
き
て
い
る
の
か
、
寝
て
い
て
布
団

を
も
う
一
枚
足
す
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
。

お
も
て
う
ら
リ
ネ
ン
で
拭
け
ば
過
去
な
ど
は
あ
ら
ざ
る
顔
の
白
き
洋
皿

酒
呑
め
ぬ
父
が
好
み
て
聴
き
て
ゐ
き
ビ
ー
ル
讃
ふ
る
ド
イ
ツ
学
生
歌

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

I

□＇
い
‘
は
義
汀

る
の
か
…
。
な
ん
と
な
く
気
に
し
て
し
ま
う

二
月
十
四
日
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
」
。
少
し
調

べ
て
み
ま
し
た
▼
起
源
は
三
世
紀
の
ロ
ー
マ

帝
国
…
、
日
本
で
は
昭
和
三
十
三
年
に
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
業
者
が
行
っ
た
セ
ー
ル
で
広
が
り
、

五
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
定
着
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
送
る
の
も
日
本
独
自
の
習
慣
だ
と
か
了
お

中
元
や
お
歳
暮
と
同
じ
よ
う
に
「
い
つ
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
そ
ん
な
感
謝
の
気
持
ち
が
こ

め
ら
れ
た
贈
り
物
で
あ
る
バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ

コ
は
、
今
で
は
人
と
人
を
つ
な
ぐ
＿
つ
の
文
化

に
な
っ
て
い
る
て
日
本
人
の
持
つ
、
神
道
の
持

つ
多
様
性
…
と
は
違
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

チ
ョ
コ
か
ら
少
し
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
▼

因
み
に
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
は
当
社
の
御
神
菓
（
サ

ブ
レ
）
を
奉
製
頂
い
て
い
る
石
村
萬
盛
堂
が
元
祖

（
発
案
）
と
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
（
鈴
）

所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
O
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
蓋
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

-且9甜即一
1 ・ 15日月汲祭
午前10時～
高宮祭
第二宮•第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前11 時～
総社祭
浦安舞奉奏(1日）

盟栄舞奉奏(1 5 日）..................................... 

4日 氏貞公墓前祭
午前11 時～於＝氏貞公墓前

（宗像市上八）本年は神式で斎行•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
19日松尾神社祭
午前11 時～於＝境内松尾神社........................................ 

20日皇霊殿逢拝式
午前10時～




